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今
週
の
紙
面

栃
木
市

味
村
節
子

■２面 統一協会問題／女性ニュ
ース／国会 ■３面 読者のペー
ジ／まんが／乱楽パズル ■４～
５面 子どもたちにもう１人保育
士を／女性 働く／ホットライン
■６面 食事情／子育て相談／

時事・安保３文書 ■７面 新婦
人のページ／主張／母の歴史

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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︻
年
末
年
始
の
発
行
に
つ
い
て
︼
今
号
は
年
内
の
最
終
号
で
す


ペ
月
24
日
号
は
休
刊
と
な
り

１
月
１
日
新
年
号
は
12
頁
建
て

︵
12
月
31
日
号
と
１
月
７
日
号
の
合
併
︶で

ペ
月

日
の
週
に
届

き
ま
す

１
月
の
通
常
号
は
14
日
号
か
ら
で
す


編
集
部

尾び

藤と
う

ひ
ろ

喜き

弁
護
士
に
聞
く

1970年厚生省入省、1975年弁護士登

録、日弁連・貧困問題対策本部副本

部長、生活保護問題対策全国会議代

表幹事、全国生活保護裁判連絡会代

表委員、『改訂新版・これが生活保

護だ―福祉最前線からの検証―』

（高菅出版）など共著多数。鴨川法

律事務所

生活保護制度とは？
―賃金、年

金などの収入

があっても受けられる

生活保護制度は、憲法25条に基づ

き、1950年に現行制度となる。国に対

し、国民の権利として、健康で文化的

な最低限度の生活の保障を求められる

制度。厚労省が定める最低生活費から

賃金や年金などの収入を差し引いた差

額が支給される。

憲法25条
国民の生存権、国の生

存権保障義務

１ すべて国民は、健康で文化的な最

低限度の生活を営む権利を有する。

２ 国は、すべての生活部面につい

て、社会福祉、社会保障及び公衆衛

生の向上及び増進に努めなければな

らない。

新婦人京都・西京支部が中心になっ

てとりくむ食材支援プロジェクト。毎

回子ども連れが多く、老若男女120人

以上が参加し、準備した文具や古着、

生理用品、オムツなどすべてなくなっ

た。相談コーナーには、「収入が減っ

て、子どもの食費が大変」の声が多

数。集まったアンケートをまとめて、

区役所に届け、行政の支援を訴えてい

る。

いのちと暮らしの危機が進行する
なか、最後のいのちのとりでである
生活保護の利用者が減り続けていま
す。なぜ、こんなことがおきている
のか、「生活保護引き下げにＮＯ！
全国訴訟ネット」共同代表の尾藤

喜弁護士に聞きました。

女
性
の
貧
困
の
中

減
り
続
け
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受
給
率


コ
ロ
ナ
禍

物
価
高
の
な

か

女
性
と
子
ど
も
た
ち
の

自
殺
が
増
え
続
け
て
い
ま

す


尾
藤

女
性
の
自
殺
率
は


コ
ロ
ナ
の
前
に
比
べ
て
16
％

増
え

失
業
者
の
数
も
ほ
ぼ

同
じ
く
16
％
増
え
て
い
る
状

態
で
す

女
性
の
貧
困
が
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す
む
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で

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れ
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生
活
保
護
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用
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ど
ん
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
２
０
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３
年
を

ピ

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

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
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０
０
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
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
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
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す

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
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
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行
政
も
含
め
き
ち
ん

と
し
た
分
析
は
さ
れ
て
お
ら

ず

検
証
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す

考
え
ら
れ
る
理
由
の

一
つ
は

生
活
保
護
の
中
で

﹁
稼
働
能
力
の
活
用
﹂
と
言

い
ま
す
が

働
く
能
力
が
あ

る
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働
い
て
も
ら
わ
な
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と

と
い
う
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

強
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す

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﹁
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﹂
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
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
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
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
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︵
生
活
費
に
相
当
す
る
費

用
︶
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
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０
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
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５
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
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
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
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
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
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
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
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
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
﹁
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﹂
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
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
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
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
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
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
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福
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事
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た
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
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
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
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す
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
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
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
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
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り

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れ
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
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ス
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
カ
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
と
り
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ケ
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カ
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を

増
や
し

研
修
の
保
障
な

ど

本
当
に
正
し
い
ケ

ス
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ク
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
な
ど

背
景
に
あ
る
構

造
的
な
問
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を
解
決
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す


最
近

起
き
た
問
題
で

は

申
請
の
際

支
援
者
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議
員
の
同
行
を
拒
否
し
た
り

︵
京
都
府
亀
岡
市
︶
母
親

︵
57
歳
︶
と
長
男
︵
24
歳
︶

の
二
人
世
帯
な
の
に

母
親

分
し
か
保
護
費
が
出
て
お
ら

ず
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親
子
で
孤
独
死
︵
大
阪

府
八
尾
市

２
０
２
０
年
２

月
︶
な
ど
の
悲
惨
な
事
件
も

あ
り
ま
し
た

こ
う
し
た
自

治
体
に
は

私
た
ち
の
調
査

団
を
派
遣
し
改
善
を
申
し
入

れ

亀
岡
市
は
同
行
拒
否
を

取
り
消
し
ま
し
た
２
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へ


